
 

平成２５年 １月 ３１日 

新宿区立戸塚第一小学校 

校 長 小 林 幹 夫 

№10 

 

校庭の下から出てきたもの 
                             副 校 長  畑 中 利 之 

 

１２月から始まった校庭改修工事のため、保護者や近隣の皆様にはご不便をおかけしております。

完成に向けて工事は急ピッチで進められておりますので、もうしばらくのご理解ご協力をお願いい

たします。 

さて、工事の過程でのことです。今まで使用していた表面のチップ舗装を剥がしていきますと、

その下から昔のアスファルト舗装の校庭が出てきました。チップ舗装の下にかつての校庭がそのま

ま眠っていたとは、思いもしませんでした。早速、資料室に行き、その校庭がいつの頃のものか調

べてみました。今までのチップ舗装の完成は、昭和６２年９月ということが分かりました。ですか

ら、現れた校庭は今からおよそ２７年前まで使われていたことになります。記憶にある方も多いの

ではないでしょうか。 

当時の校庭に引かれたラインは、現在のものと違います。まず、トラックの向きが、第３校舎に

沿っており、今とは３０度ほど向きが違っています。跳の運動遊び（旧指導要領：基本の運動「歩

走跳の運動」）に使った跳び島のラインや立幅跳びのラインなども出てきました。この校庭で走っ

たり、遊んだりして育っていった子供たちは、今は親世代になっているわけです。その当時、私は

大田区の小学校で体育主任をしていました。日々体育の教材を工夫したり、体育用具を管理したり

していたことを思い出します。そして同じ頃、ここ戸一小でも、このアスファルトの校庭で遊ぶ子

供たちや体育の授業をする教師がいたと思うと、その姿が目に映るようです。多くの子供たちと教

師がこの校庭の上で生活していたことを思うと、戸一小の歴史を身近に感じざるをえません。その

歴史と伝統の上に現在の戸一小があるのだということを実感します。 

まもなく新しい人工芝の校庭が完成し、戸一小の歴史に新たな１ページが付け加えられます。新

しい校庭の上で育つ子供たちも、やがて戸一小を巣立ち大人になっていきます。その時、小学校時

代を懐かしく思い出せるよう、日々の教育活動を充実させるべく精一杯努力してまいります。 

 

 

書き初め展   
 

１月１８日～２６日まで校内にて書き初め展を行いました。学校公

開・道徳授業地区公開講座と合わせてご覧いただけた方も大勢いらっし

ゃったのではないかと思います。 

席書会では、冬休みの練習の成果を発揮して、どの子も集中して取り

組んでいました。 児童の個性溢れる生き生きとした表現や小学校生活

を通しての成長を感じることができました。 
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